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Activity Report of WDC for Cosmic Rays  
in Study of Sun-Earth Connections 
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データ（資料）の分野横断利用における
問題点 
•どんなデータを使えば良いのか分からない。 
•データがどこにあるのか分からない。 
•同じようなデータが色々あって（バージョンや処理
手法が違う）、どれを使えば良いのか分からない。 
•データの内容（パラメータの意味など）が分からな
い。説明を見ても理解できない。誰に聞けば良いの
か分からない。 
•信頼性の低いデータが混入していても分からない。 
•相関解析の次のステップは？（方法論）。 
 
 
 
 
 
Hameln 
北ドイツのWeser 川
のほとりにある中世
都市 
主な産業は、水車動
力による製粉業で
あった 
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ハーメルンの笛吹き男伝説 
             Kinder zu Hameln 
• グリム兄弟が1816年に出
版した、「ドイツ伝説集」に
収録 
• 西暦1284年に、北ドイツの
ハーメルン市で起こった、
約130人の子供達の誘拐
事件 
• 前半は笛吹き男による鼠
退治の話 
• 後半は約130人の子供の
誘拐事件の話 
 
 9 
グリム兄弟 
ドイツ伝説集（1816-1818） 
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伝説形成の時代的背景 
誘拐事件が発生したのは
1284年。いわゆる「中世温
暖期」にあたる。 
欧州の中世は「開拓時代」
であり、東欧に向かって大
規模な入植が行われた。 
開拓地では子供の価値が高
かったことにより、各地で
組織的な誘拐事件が各地で
発生していたらしい。 
ハーメルン市には、公的な記録が残されていない。「人
減らし」のため、強制的に移民が行われた可能性も指
摘されている。植民請負人も存在した。 
Northern hemisphere temperature 
reconstructions for the past 2,000 years 
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中世～現代における気候変動 
（中国、日本） 
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太陽活動と気候変動 
太陽活動の変動が，気候の変化をもたらしているら
しい．上段：1100年から1900年における寒暖の推定
値，下段：年輪中の14Cから推定した太陽活動レベル
と，黒点数の変化． 
中 世 温 暖 期       小氷期          
太陽活動レベル 
14世紀の寒冷期におけ
るペストの蔓延 
当時ペストは、「悪い空気」によっ
て感染すると思われていた。鼠の
媒介が疑われるようになったのは
16世紀以降らしい。 
14世紀の記録（最古） 
 
ハーメルン市に住んでいたDecan Lude によるラ
テン語の合唱曲集（ c. 1384）に、目撃談に基づ
いた歌が含まれていたと言われているが、原本
は17世紀に失われたため詳細不明。 
 
Willy Krogmann, Der Rattenfänger von Hameln: Eine 
Untersuchung über das werden der sage, E. Ebering, 1934, 
p. 67. Original from the University of Michigan. Digitized 
12 June 2007. Accessed 3 September 2008. 
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• 15世紀に書かれたリューネブルク文書 (c. 1440–50) 
には、前半の「鼠退治」の話は無く、誘拐事件のみ
が語られている。 
•グリム兄弟が1816-18年に出版した「ドイツ伝説集」
では、18世紀に出版された他の著者による伝説集が
引用されており、鼠捕退治と誘拐の話がワンセット
となっている。この経緯は？ 
The Zimmern Chronicle (German: Zimmerische Chronik or Chronik der 
Grafen von Zimmern) is a family chronicle describing the lineage and 
history of the noble family of Zimmern, based in Meßkirch, Germany. It 
was written in a Swabian variety of Early New High German by 
Count Froben Christoph of Zimmern (1519–1566).  
16世紀のZimmern年代記 

F. C. von Zimmern [attr.]: Zimmerische Chronik, ed. K. A. Barack 
(Stuttgart, 1869), vol. III, pp. 198–200. 
ハーメルン市に1300年頃創建されたMarktkircheのステンドグラス（1592年の
模写）。この教会は1660年に破壊された。 
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16-17世紀は世界的に寒冷化し（小氷期）、ヨーロッパ
では再びペストが蔓延。媒介者と見なされた鼠を退治
するため当局が鼠の退治を奨励し、公認の鼠退治人
（Rattenfänger)も出現した。 
 
阿部謹也『ハーメルンの
笛吹き男 - 伝説とその世
界』（平凡社 1974年、ち
くま文庫 1988年） 
 
小氷期に発生した30年戦争（1618-48）では、
ハーメルン市の近傍においても新・旧教間
の激戦が行われた。旧教側によるプロパガ
ンダとして、笛吹き男の悪魔性が強調され
た（新教に改宗すると悪魔が子供をさらい
に来るぞ、とか）。 
ハーメルン笛吹き男伝説の
うち、誘拐事件の部分は中
世温暖期（1284年）の東欧
開拓時代に発生した。 
鼠退治の部分は、小氷期が
始まった15世紀以後に付け
加えられた可能性がある。 
この伝説は、中世⇒近世に
発生した地球環境の変化
（温暖⇒寒冷）を反映して
いる。 
この環境変化の原因が太陽
活動にあるとすれば、ハー
メルン笛吹き男伝説は太陽
活動の変化と密接な関係を
持つことになる。 24 
まとめ（暫定） 
